
第１号議案  平成２８年度事業報告の承認について 

 

平成２８年度 事 業 報 告 

 

 少子高齢化や潜在成長力の低迷といった構造要因も背景に、現状の景気は、

雇用・所得環境は改善する一方で、個人消費や民間投資は力強さを欠いた状況

にあります。また、新興国経済に陰りが見え、英国国民投票におけるEU離脱、

トランプ政権の誕生等、世界経済の需要の低迷、成長の減速のリスクが懸念さ

れます。  

 雇用・所得環境も大きく改善するなど、確実に成果が生まれているものの、

アベノミクスは道半ばであります。長年続いたデフレから完全に脱却し、中長

期的に、実質GDP成長率２％程度、名目GDP成長率３％程度を上回る経済成長の

実現を目指すためには、脱出速度を最大限に上げて、しっかりと成長していく

道筋をつけなければなりません。内需を下支えするとともに、高齢化社会を乗

り越えるため潜在成長力を向上させる構造改革を進める必要があります。  

 平成28年の新設住宅着工は、景気がやや回復傾向などもあり、全体で967千戸

うち木造住宅は546千戸と前年をやや上回り、特に木造率は57％と平成21年以降

50％台が続く実績となっています。しかしながら、今後、新設住宅着工戸数が

再び100万戸時代に戻ることが期待できない中、非住宅、特に都市での木材需要

拡大とともに木材需要構造の変化に柔軟に対応できる産業構造の確立等が緊急

課題となっています。 

 都市での木材需要拡大のためには、木材利用が環境に貢献することや地域経

済活性化の重要なファクターであることへの理解を広めるとともに耐火性能の

向上等技術的課題を克服し、戦後永く続いてきた街づくりにおける非木造化の

流れを「木材を優先する（ウッドファースト）街づくり」へと変えていくこと

が必要であります。 

以下、事業報告いたします。 

これらの事業を進めるにあたっては、県をはじめ関係団体等の格別のご協力

を賜り、深く感謝申し上げます。 

平成２８年度事業報告 

１ 埼玉の木づかい運動の推進 

地球温暖化防止、地域創生、県民の健康的な暮らしに不可欠な木材利用の積極

的な普及活動に取り組みました。 

（１）木とのふれあいまつり 

（株）吉貞 戸田市場ほか３会場で「木とのふれあいまつり」を開催し、多く

の県民が木に触れて木の良さを実感するために、県産木材の展示、木工工作、

模擬上棟、丸太切り体験、木製ジャングルジム体験や木材アドバイザーによる

森林整備から木材利用までのパネルによる説明を行いました。 



 また、地域の産業祭等に地域の組合や団体による木材利用 PR の普及活動に

対し支援しました。 

（２）木づかい生活推進事業 

 埼玉大学教育学部浅田教授等による「木づかい教室」、「木工教室」を開催

し、子供たちやその保護者の方々に木と触れ、木の良さを実感していただきま

した。 

 また、0～2歳の乳幼児と保護者を対象に、木がふんだんに使われた空間の心

地よさを体験してもらい、木への親しみを深めてもらうため開設した埼玉県林

材会館の４階にある木育広場「「Woods ON」を運営しました。 

（毎週、月曜日と木曜日開設 平成 28 年度利用者：１，９５９名） 

（３）木の講座 

 深谷市と埼玉県木材協会が協定した深谷市鐘撞堂山ふるさとの森内の「木材

協会の森」において会員６０名により森づくり活動を実施しました。 

（４）さいたま県産木材認証制度・工務店認証制度の推進 

平成 28 年 6 月からさいたま県産木材認証制度実施要綱を改訂し、新規及び更

新申請者に研修会の受講を義務づけました。平成 28 年 10 月に開催した研修会

には、１０８名が受講しました。 

平成 28 年度に県産木材ＰＲ用のパンフレット及び認証事業体一覧表を一部

改訂・増刷するとともにさいたま県産木材販売伝票やシ－ルを販売し、消費者

へのＰＲに努めました。また、ホ－ムペ－ジで、随時、更新しました。 

（５）木材利用に関する教育活動（木育）の推進 

児童・生徒木工工作コンクール（二次審査）を（株）東京木材相互市場 相

互吹上市場を会場として実施しました。（応募数：１７０件） 

（６）埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業の推進 

県の住宅補助「埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業」(彩の木補助

事業）を実施しました。（補助戸数２０６戸、交付補助金額４３，４８９千円） 

平成 28 年度から、内装木質化にした物件に対し、施工面積を算定基礎として、

補助する制度が新設されました。 

（７）住宅建築技術高度化・展開推進事業 

国土交通省補助事業「住宅建築高度化・展開推進事業」に取り組み住宅省エ

ネルギー施工技術者講習会を開催しました。（施工技術者講習会１２回、受講

者総数３５２人、設計技術者講習会１０回、受講者総数１９５人、住宅関連補

助制度等説明会２回、受講者総数３６名） 

（８）地域材利用の木材関係者等への支援対策事業 

林野庁平成２７年度補正による「地域材利用の木材関係者等への支援対策事

業」では、７月に地域力を育む公共施設の木造化・木質化をテーマに所沢市長、



杉戸町長、ときがわ町長からのメッセージや杉戸町、所沢市担当者によるテク

ニカルレポート、パネルディスカッションを行いました。また、１１月には、

自治体職員のための木造公共施設研修会として、木材産地見学会、セミナーを

開催しました。事業では、木とのふれあいまつりや木育広場「Woods ON 」へ

の支援を行いました。 

（９）第５３回埼玉県優良木材展示会 

 第５３回埼玉県優良木材展示会を（株）吾野原木センタ－で開催しました。  

（10）「２０１６彩の国 食と農林業ドリームフェスタ」への協力 

  埼玉県主催の「２０１６彩の国 食と農林業ドリ－ムフェスタ」へ出展  

 ・協力しました。  

２ 埼玉県木材業者登録制度の推進 

新規５件、更新３８５件の登録がありました。 

３ ｢埼玉県木協だより｣の発刊 

３回発行し、木協の会員３８４社に対し、配布しました。 

４ 第６７回全国植樹祭の参加 

 長野県長野市で開催された第６７回全国植樹祭に参加しました。 

５ 第４０回全国育樹祭の参加 

 京都府南丹市で開催された第４０回全国育樹祭に参加しました。 

６ 木材表示推進協議会へ協力しました。 

７ 全国木材組合連合会、全国木材協同組合連合会の行事及び会議に参加しま  

 した。 

８ 合法木材の推進 

違法伐採対策として、平成１８年度から林野庁ガイドラインに基づく事業者

認定を行っています。３月末現在で２４１件を認定しました。 

また、平成２９年５月に施行するクリーンウッド法の事前説明会を行いまし

た。 

９ ＪＡＳ第三者検査機関としての格付検査・監査の実施 

３事業体に対して１８回の格付検査を実施しました。また、３事業体に対し

て監査を実施しました。 

10 林業・木材製造業労働災害防止協会埼玉県支部へ支援しました。 

11 共済事業の拡充 

各種共済事業の業務を実施しました。 

   以上のとおり、平成２８年度は、品質・性能に優れ、健康、環境に配慮した

木材製品の安定的な供給・販売に向けた施策の着実な実行に努めてまいりまし

た。 

  



 
 
 
 
 
 

１．「埼玉の木づかい運動」の推進 

（１）普及啓発活動事業 

      下記の市場、センター等において「木とのふれあいまつり」を開催した。 

      平成２８年 ７月３１日（日）  ㈱吉貞 戸田市場             

平成２８年 ８月２８日（日）   丸宇木材市売㈱ 北浜市場          

平成２８年１０月２３日（日）  ㈱東京木材相互市場 相互吹上市場      

平成２８年１１月 ６日（日）  東京新宿木材市場㈱ 埼玉センタ－ 

        

（２）木工工作コンクール開催事業 

      木工工作コンクールを通じて、児童、生徒が木工工作作品を製作して、木の良

さ、温かみを感じてもらうために協力して開催した。 

（共催：埼玉県木材青壮年連合会） 

     会 場  ㈱東京木材相互市場 相互吹上市場 

      日 時  平成２８年１０月２２日（土）～２３日（日） 

実施方法 県内小中学校生徒を対象に木材及び林産物を主材料として利用又は 

加工した一次審査通過の創作品１７０点を展示し、優秀な１５点を表

彰した。県知事賞 2 点は、全国へ推薦した。 

 

（３）さいたま県産木材認証制度の推進 

         平成２８年 ４月２７日（水） 第１回運営委員会（新規７件、更新３０件） 

     平成２８年 ５月１２日（木） 書面審査（更新１件） 

     平成２８年 ６月１６日（木） 第１回理事会・第２回運営委員会（新規１０件、 

更新３３件、変更２件）  

     平成２８年１０月２１日(金) さいたま県産木材認証事業体講習会を開催 

                   （さいたま市民会館うらわ） 

    平成２８年１１月２９日（火）第２回県産木材認証事業体講習会を開催   

                  （埼玉県林材会館） 

    平成２８年１２月２２日（木） 第３回運営委員会（新規１５件、更新１１件） 

    平成２９年３月末日現在の認証事業体数：２８３社（内５社：工務店認証） 

      「さいたま県産木材認証事業体一覧表」を２回改訂し、２５００部作成した。 

   

（４）第５３回埼玉県優良木材展示会を開催 

      平成２８年１１月２１日（月） ㈱吾野原木センターにおいて、埼玉県優良木材展

示即売会を開催した。 

       なお、県産優良材に対し県知事賞など１８点を表彰した。 

  



 
 
 
 
 
 

  （５）埼玉県主催「２０１６彩の国 食と農林業ドリームフェスタ」への参加 

（小川木材建具工業協同組合 参加） 

      日 時  平成２８年１１月１９日(土)、２０日(日) 

      場 所  越谷市「しらこばと水上公園」 

 

     （６）彩の国木材利用相談センター 

          木材協会が参加した木材に関するイベント・講演会等の内容をホームページ上

に開示した。また、児童木工工作コンクールを開催してホームページ上に開示し

た。さらに、相談窓口において木造住宅相談活動を行った。 

 

２．埼玉県木材業者登録制度の推進 

   平成２８年度登録件数 ： 新規５件、更新３８５件     

 

３．「埼玉県木協だより」の発行  

平成２８年 ６月 ９日発行  埼玉県木協だより 第５１号 

平成２８年 ９月２１日発行 埼玉県木協だより 第５２号 

平成２９年 １月１２日発行  埼玉県木協だより 第５３号 

 

４．第６７回全国植樹祭への参加 

   日 時  平成２８年６月５日（日） 

場 所  式典行事「エムウエーブ」（長野県長野市） 

和田副会長参加 

 

５．第４０回全国育樹祭への参加 

   日 時  平成２８年１０月９日(日) 

      場 所  式典行事「府民の森ひよし」（京都府南丹市） 

 島﨑副会長参加 

 

６．木材表示推進協議会への協力 

  登録事業体であるさいたま県産木材認証センターの活動を通じて、木材表示の推進に努 

 めている。  

 

７．全国木材組合連合会、全国木材協同組合連合会行事及び会議参加 

   平成２８年 ５月１１日（水） 通常総会等      メルパルク東京 

   平成２８年 ７月２７日（水） 平成 28 年度木材利用推進・全国会議  木材会館 

   平成２８年１０月１８日（火） 正副会長・支部長会議    木材会館    



 
 
 
 
 
 

   平成２８年１１月１０日（木） 第５１回全国木材産業振興大会                               

       富山県 「富山県総合文化センタ一」  会員  ８名参加 

    平成２９年 ３月２３日（木） 正副会長・支部長会議    木材会館 

   平成２９年 ３月２４日（金） 事務局長等担当者会議    木材会館 

 

８．全国木材組合連合会関東支部行事及び会議の開催 

  平成２９年度予算に向け、関東支部で要望活動を行った。 

  全木連関東支部 7 県木連（協）等団体長会議は、隔年の開催のため実施しておりません。 

   

９．合法木材の推進   

   埼玉県木材協会合法事業を推進した。 

   平成２８年  ６月１６日（木） 書面審査（新規２件、更新１７９件） 

   平成２８年 １２月２２日（木） 書面審査（新規１件、更新６件） 

   平成２９年３月末現在の認定事業者数：２４１社 

平成２８年１０月２１日に林野庁木材産業情報分析官の内田敏博氏を講師とし、さい

たま市「さいたま市民会館うらわ」で合法木材供給事業者研修会を開催し、６８社が

参加した。 

 

10．全国木材組合連合会作成 PR 用資材 

      木材 PR ポスターの購入、配布(４２０枚) 

 

11．第５５回 一般社団法人 埼玉県木材協会通常総会 

   日 時  平成２８年５月２０日（金） 

   場 所  さいたま共済会館 

 

12．理事・監事・顧問会議の開催 

   第１回  平成２８年 ４月２７日（水）  林材会館 会議室 

第２回  平成２８年 ９月 ９日（金）  林材会館 会議室 

第３回   平成２８年１２月 ９日（金）  林材会館 会議室 

 

13．正副会長・監事・顧問会議の開催 

第１回  平成２８年 ４月２７日（水）  林材会館 会議室 

第２回   平成２８年 ９月 ９日（金）  林材会館 会議室 

第３回   平成２８年１２月 ９日（金）  林材会館 会議室 

第４回   平成２９年 ３月２９日（水）  林材会館 会議室 

 



 
 
 
 
 
 

14．埼玉県林材会館管理委員会の開催 

   第１回 平成２８年 ６月１０日（金）   林材会館 会議室 

第２回 平成２８年１２月 ９日（金）   林材会館 会議室 

 

15．JAS 第三者検査機関としての格付検査等の実施 

   ３事業体に対し、計１８回の格付検査実施 

３事業体に対し、監査及び製品検査実施 

 

16．林業・木材製造業労働災害防止協会活動への支援 

 

17．東日本木材業厚生年金基金会議参加 

  東日本木材業厚生年金基金は平成２８年９月２１日付けで解散しました。 

18．共済事業の拡充 

   福利厚生及び労務対策の一環として、全木協連共済事業の事務手続き 

   （１）中型グループ共済保険 

   （２）大型共済保険 

   （３）施設賠償共済保険 

（４）木材 PＲ共済保険 

      （５）木材産業退職金共済 

 

 


